
。
杓たくしたち，.. ~JIR川と手田沼にかこまれ ~lH~.'è P.!史に，.

ぐくまれた疲T!¥子町市民です.
わと〈じたち，.、田t!Iil'"宵叉fじ田市をめざす附民としての同

りをもち.明日への闘いをこめて、ここに市民軍鳳を定めます.
水と昧と土由においがいっぱいの住みよいあUこにします
心と休をきたえ 笠さ笠きと包さ陣UゆくあUこにします
宅人を大切にし 子どもの修司E商て iCittl&J;Uこにします
ふるさとを愛し 又化を高時盟か忽あUこにします
みんUで阻しあいさまりを守口 明るいあUこにします

章憲民市sa毎秒三:
No.7B9 1990年(平成2年)

我孫子市役所企画財政館広報広聴限
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市
内
3
番
目
の
近
隣
セ
ン
タ
ー
と
し
て
建
設
が

進
め
ら
れ
て
い
た
、
根
戸
近
隣
セ
ン
タ
ー
ガ
完
成
。

9
月
お
白
(
水
)
に
開
館
し
ま
す
。
地
区
住
民
の
参

加
に
よ
り
設
計
さ
れ
た
セ
ン
タ
ー
は
、
内
容
も
充

実
。
隙
々
怠
文
化
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の

場
と
し
て
、
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
処
点
と
し

て
、
大
き
な
役
割
を
果
た
す
も
の
と
な
る
で
し
ょ

う
。
怠
お
、

9
月
2
・
n日
巴
は
、
開
館
記
念
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
。
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
お
出

剛聞け
く
だ
さ
い。

H
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
諜
H

根戸573-5
(83) 5363 

タ
ー
で
開
館
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開

似
し
ま
す
.

ご
家
篠
お
そ
ろ
い
で
、
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

Vイベント日干呈

卜¥ 発 習を 展示

仕 錆 3富山 12・30- 生

日本揖踊.-j;匝幸 13・00- It 

詩 吟 14:00-
，E 

22 自 1;; 術 14:30- 洋東

旦(j'i曲 15:30-

圭ンヤAYν ス 16∞~
i¥li 

吹奏棋のタベ 16・30-
洋
ラ

(!且戸小・久寺家中町 ，〆

参加あ り)

写lt 
純子映画会 9:30-

23茶 会 10:00-
画絵な旦パザー・111従庖 12:00-

坦 民話 ・民舞 13:∞~ ど

カラオヶ大会 14∞~

1⑪局1園包局》母
国 ~WJ~@) 園

見

取

図

V
利
用
申
し
込
み
利
用
予
定

目
的
2
か
月
前
の
同
日
か
ら
受

け
付
け
ま
す
(
抽
還
の
場
合
あ

り
)。
受
付
時
間
は
、
午
前
9
時
か

ら
午
後
5
時
(
夜
間
的
利
用
が
あ

れ
ば
午
後
9
時
)
ま
で
で
す
。
な

お
、
ロ
ビ
ー
を
除
〈
各
室
の
迎
鋭

利
用
は
‘

2
日
が
限
度
で
す
。

1¥ 午前 午後

9時~正午 l時-5時

ホール 600円 800同 1，0∞円

ホール以外
300円 400円 400円

l室1:つ与

10月i目、全国斉に

図書与問貨が行われます.

国事手E司輩、の結果は、福

祉田 植用・ 住宅対策など、

国平都道府県 市区町村

内行政に利用されます.

9月23日から30日まで

の 1111に、 調査貝が皆憾の

お宅に伺いますので、ご

協力をお聞いいたします。

立十民

V
申
し
込
方
法
印
鐙
を
持
参
し
、

一

4

セ
ン
タ
ー
事
務
室
で
所
定
的
申
純
一
対

容
に
記
入
の
つ
え
、
申
し
込
ん
で

一

.

く
だ
さ
い
。
な
お
、
使
用
料
は
申
一
恥
剖
門

前
後
述
や
か
に
近
く
の
銀
行
窓
口
一

1
4

で
納
付
し
、
利
用
当
日
、
許
可
智

一
f
F

と
領
収
書
を
持
参
し
て
〈
だ
さ
い
。
一
品
入

電
路
に
よ
る
申
し
込
み
は
、
で
き
一

，

ま
せ
ん
。

一
雄
一

V
使
用
時
間
午
前
9
時
か
ら
午

一

後
9
時
ま
で

一
守
寸

V
休
館
日

毎
月
第
1
・
3
水
地
一
'
司、

目
、
年
末
年
始
(
ロ
月
泊
目
か
ら

-
J

J

I
月
4
日
)

V
使
用
料

上
裂
の
と
お
り
。
ロ

ビ
ー
は
無
料
で
す
。

。 国勢調査

ゆめ・みらい

327 の基 jι下総

描〈日本の数字から
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①
公
聴
会
の
開
催

・
日
時
及
び
場
所

m月
凶
日
(
金
)
午
後
l
時
泊
分

か
ら
市
民
会
館
大
会
議
室

，
公
述
人
の
資
格

公
述
人
と
な
る
こ
と
の
で
き
る

方
は
.
我
孫
子
市
に
住
所
の
あ
る

方
(
法
人
を
合
む
)
で
す
.

骨
公
述
の
申
出
方
法

公
述
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
公

述
申
出
舎
に
住
所
、
氏
名
、
職
業
、

年
齢
を
記
載
の
う
え
、
述
べ
よ
う

と
す
る
意
見
的
姿
旨
を
添
付
し
、

第789号

日
本
は
、
世
界
一
の
長
寿
国
で
す
・
今
後
、
高
齢
化
は
諸
外
国
巴
例
を
み
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
進
身
休
に
障
害
を
持
つ
お
年
寄
リ
や

み
、
幻
世
紀
に
は
国
民
の

4
人
巴

1
人
ガ
白
歳
以
上
と
い
う
高
齢
化
社
会
が
見
込
ま
れ
で
い
ま
す
・
体
が
あ
ま
り
丈
夫
で
な
い
お
年
寄

こ
う
し
た
中
で
、
だ
れ
も
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
，
活
力
あ
る
福
位
社
会
り
な
ど
を
対
象
に
、
生
活
指
樽
ゃ

を
寮
い
て
い
く
こ
と
が
大
き
な
線
麗
と
怠
っ
て
い
ま
す
。
舎
周
は
叡
老
月
間
・
そ
こ
で
、
現
在
、
日
常
生
活
訓
練
、
健
勝
チ
エ

y
ク

Jr'

ど
的
基
本
事
業
を
行
う
は
か
、

市
ガ
実
施
し
て
い
る
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
ま
す
。
各
橿
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
、
よ
り

入
浴
サ
ー
ビ
ス
給
食
サ
ー
ビ
ス

豊
か
怠
生
活
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

H
高
齢
者
福
祉
腺
H

も
提
供
。
多
〈
の
方
が
サ
ー
ビ
ス

さ
い
.
申
制官
官、

診
断
書
は
高
齢
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
.
中
型
パ
ス

者
福
祉
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

や
ワ
ゴ
ン
車
で
利
用
者
向
自
宅
近

V
期
間

7
日
間
以
内
(
原
則
)

く
ま
で
送
迎
し
ま
す
。
こ
の
車
に

‘

入

所

施

股

及

び

費

用

は

リ

フ

ト

が

設
置
き
れ
て
お
り
、

体
的
不
自
由
な
お
年
寄
り
も
安
心

し
て
利
用
で
き
ま
す
.

V
利
用
日
数
原
則
と
し
て
1
人

週

2
目
、
費
用
(
1
日
8
0
0
円
)

V
申
し
込
み
高
齢
者
相
祉
際

一
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
一

一
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
一

市
ま
た
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
‘
お
年
寄

q
や
体
的
不
自
由

な
方
に
下
衰
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
い
ま
す
.
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

市
が
行
っ
て
い
る
高
齢
者
福
祉

サ
ー
ビ
ス
的
主
な
も
の
に
は
下
紫

ー
の
よ
う
な
も
の
や
寝
た
き
り
老

人
・
痴
呆
性
老
人
短
期
保
緩
や
在

宅
老
人
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
な

ど
が
あ
り
ま
す
.
こ
の
ほ
か
に
も

老
人
ホ

l
ム
内
入
所
、
家
庭
奉
仕

貝
の
派
遣
、
移
動
入
浴
車
内
派
遣

な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
、
高
働
者
福
祉
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
.

ま
た
、
高
齢
者
福
祉
課
窓
口
で

は
、
片
山
歳
以
上
の
方
に
「
長
寿
の

し
る
べ
」
を
お
配
り
し
て
い
ま
す
。

「長
舟
の
し
る
べ
」
に
は
、
憾
臓

の
こ
と
や
暮
ら
し
の
こ
と
、
高
齢

者
福
祉
に
関
す
る
制
度
が
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
a

明
る
〈
健
康
で
生

き
が
い
の
あ
る
生
活
を
送
寺
つ
え

で
お
役
立
て
く
だ
さ
い
.

一
寝
た
き
り
老
人
・
痴
呆
一

一性
老
人
短
期
保
随
一

常
時
ま
た
は
一
部
介
績
を
必
要

と
す
る
寝
た
き
り
老
人
や
痴
ほ
う

性
老
人
を
介
徴
し
て
い
る
人
が
、

病
気
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
や
む
を
え

な
い
理
由
で

一
時
的
に
介
縫
で
き

な
く
な
っ
た
場
合
、
施
政
に
保
護

し
、
お
世
話
を
す
る
制
度
で
す
.

V
申
聞
方
法
利
用
希
望
者
は
申

錦
昏
に
必
袈
事
項
を
明
記
し
、
診

断
書
(
所
定
機
式
)
を
添
付
し
て

高
齢
者
福
祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ

ー畠介貨を 官時介謹を必要と 2 
必要をする人 する人

人 υ
楽回相、積老人ホ2品三 ム1特別袈慢老人

ホ か

'ー
書1ム，.隔保望'J 

L 峠中 ムl持別聾」週久苑「 ホ 股

lBH∞円 1 B 1醐同需

在
宅
老
人
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
事
業

在
宅
老
人
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
は

司匝車名 対 車 者 司匹

ー
内 書

乳畦薗 6s旗以上司病弱なひとり暮L町人で安吉町
独居老人の~i位防止且"'It"調刷i昆

位軒給付 確uが必要な唱会

老人福祉 65歳以上向府拐なひとリ暮ら L町人 位桧感的解陥.挫居老人町本政防止且び<<1
世話 位 置 {低所 I~者} 組曲冒.

寝たき 'J老人 65置以上で 6カ月以上富た きりの人 又は エアーマ"~ .特株高古 そ的他日常生活
If日常生活用 用具を給付l日RlE与ZR}.ゐ生計中4・4常的課税状況
民給付(貸与)

ひとり暮ら L何人
によっ てー リ.

部年 9月 1日現荘、市内に引き続与 sか月 渦77iJ....l万向.尚88品 l万 2'1円.出

敬老I~金支枯 以人上居住している 崩77証且lF8OiJ.以上町 99最..z万l司.油田歳且V尚99伎を除 <i沿
80設以上町人 2.剖lO円

師年9月 1日現在、 本市内に引き続き、 5
か月以上居住Lている、 i晶67緩から79誼ま

位老 I~品主胎 で何人.(支給年齢的下限は平成3年度に帥 民生岳民を過Lて.祝品を支給
ili..4年度に69i1i. 5'手J!tに 70哉へと号 I~
上げます)

高 齢者蝉聾 老人保健法に よる医離純を受け句れる人で
1J'1固.1万問を宜給

見舞金支桔 年内に 2か月以土地 して入院されたとき

理監サービス
目前以上て.打おむね6か円単たき"の人 理担章者を派;nL在宅て理堅サ ビλを畳
(そ円他.盟度身体障害者等b対車) けていただきます. (年4回)

老人クフプ
57法以上町おおむね同人以上町全Hを有寸

1クラブ年制2万肉、 1名につき年110ぽlO
活動助 成金 問をクラブへ宜付
立 付

るクラブ

寝たきり老人
65置以上向寝たきり老人 民生聾JH過して、見栂品を克枯

見蝿品支給

結帰 50周年
50悶1J'tl!!えられたよ失掛 民生署員普通Lて、 色世を同呈E己主品問 呈

敬意I~品支持 80(&以上で県内居住者 民生昏凪を過して .胤品を支給

ねたき ry又は 65熊以上で 6か月以上高たきリ.又は重度
m度痴呆性老 内痴呆定状が6か月以上融持している老人 月Inll.25O問を 1，1宣告に王位.
人怯望者合理手当 を介樋している方

U!?暮らL老λ人7 
6性て5骨的揖以な時疾上注向患意ひな聾とどにリ暮よらワ し臼の常生人て活.を官身体む上う慢え

~.，&.過綿院器を 11与し 独居老人布町忠明
，，~車通報シ 等に際L、述やかな拍肋拍動を行ヲ.
ム事lt(>>与) をする人.

市で行っているサービス(表 1) 
県
に
お
い
て
.
県
庁
内
及
び
建
設

省
、
農
林
水
産
省
な
ど
の
関
係
機

関
と
基
本
的
な
綱
箆
を
進
め
て
作

成
し
た
も
の
で
す
。

今
回
の
線
引
き

「
市
街
化
区
域
及
び
市
街
化
綱
盤

区

域

」

に

関

す

る

都

市

計

画

は

、

見

直

し

の

概

要

無
秩
序
な
市
街
化
を
防
止
し
、
公
我
孫
子
都
市
計
画
区
域
に
お
け

共
施
般
及
び
公
共
投
資
的
効
準
化
る
市
街
化
区
地
及

υ市
街
化
絢
艇

を
図
。
、
良
好
な
生
活
環
境
内
献
血
区
域
に
関
す
る
都
市
計
画
は
、
昭

備
等
を
計
画
的
に
進
め
る
こ
と
を
和
何
年
7
月
に
決
定
き
れ
、
そ
の

目
的
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
後
、
昭
和
田
年
3
月
及
び
昭
和
引

今
固
め
見
直
し
は
、
昭
和
印
年
年
ロ
月
に

一
部
町
区
肢
に
つ
い
て

爽
施
的
都
市
計
図
法
務
6
糸
基
礎
見
臨
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

絢
査
に
基
づ
き
、
都
市
化
的
動
向
現
在
的
市
街
化
区
成
町
規
模
は
、

等
に
対
応
し
て
、
土
地
利
用
や
交

1
5
9
8
か
と
な
っ
て
い
ま
す
.

通
等
の
地
域
事
情
を
十
分
考
慮
し
、
今
回
の
変
見
紫
案
は
、
計
画
の
自

適
切
な
都
市
道
リ
・
ま
ち
づ
く
り
燃
を
平
成
ロ
年
と
し
、
人
口
お
万

を
進
め
る
た
め
、
市
と
県
と
が
、
人
と
惣
定
し
て
、
市
街
化
区
域
内

協
力
し
て
作
業
を
進
め
て
き
ま
し
規
模
を
1
6
0
0
U
と
考
え
て
い

た

・

ま

す

・

布

佐

字

{
E
J
帯
林
及
び
布
佐

今
回
、
公
聴
会
に
先
立
ち
祭
典
字
原
一
地
主
京
地
区
に
お
い
て
、

し
ま
す
見
直
し
の
変
更
素
案
は
、
都
市
的
な
土
地
利
用
を
進
め
る
た

市
で
作
成
さ
れ
た
原
案
に
基
づ
き
、
的
、
市
街
化
区
域
へ
の
樹
入
を
計

市
街
化
区
域
お
よ
び

市
街
化
胸
骨
軍
区
域
を

設
定
す
る
目
的
お
よ

び
経
緯

画
し
、
ま
た
、
市
街
化
区
域
と
市

街
化
凋
整
区
域
的
区
域
区
分
線
が
、

そ
問
後
円
状
況
の
変
化
に
よ
り
、

不
明
確
に
な
っ
た
部
分
に
お
い
て

は
、
境
界
を
明
確
に
す
る
た
め
の

変
更
を
行
っ
て
い
ま
す
.

，
公
聴
会
の
問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
線
信(白山
)
E
1
1
1

内
線
5
7
7
、
川
町
都
市
郁
計
画
課

2
0
4
7
2
(
お
)
3
1
6
5

‘
I
'
A
J
E
2

・b

占

-
h
Z
F
M
-
t
'
A
ず
団
事
白

1i
，
判
例
i1
m
U
4JN眠
i
一

①
変
更
素
案
の
縦
覧

寺
町
守
陣
庖
悼
阿
川
川
司
F
一

〕

骨

・

寺

町

山
1

也
院
内
川
山
期
信
T
副
島
園
司
直

μ咽
再

市
街
化
区
域
及
び
市
街
化
調
箆

つ

島

三

巴

-
E副
司
↑

y
ア

ヨ

入

み

ゆ

民

民

つ

闘

明

出

陣

た

り

、

そ

の
変
更
紫
案
を
取
り
ま

U
凋
タ
一

B
L
H
p
f
(，
J
1
λ
，，

E
叩
メ
3
6
H
p
m加

と
め
ま
し
た
の
で
、
業
図
を
次

市
街
化
区
蛾
及
び
市
街
化
周
回
盟
区
成
の
変
更
案
を
作
成
す
る
う
え
で
、
診
考
と
す
る
だ
に
よ
り
縦
覧
し
ま
す
・

+
期
間

9
月
同
日
(
火
)
か
ら

m

め
に
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
い
た
く
、
次
の
と
お
り
公
疎
会
を
開
催
す
る
こ
と
巳
な
り
ま

1
日
(
月
)
ま
で
.
月
曜
日
か
ら

し
た
巴
多
敏
の
皆
さ
ん
の
ご
移
加
を
お
願
い
い
だ
し
ま
す
。
ま
た
、
公
隠
会
で
は
、
公
述

金
曜
日
ま
で
は
午
前
9
時
か
ら
午

人
と
し
て
意
見
を
述
べ
る
機
会
が
あ
り
ま
す
。
意
見
を
湾
へ
だ
い
方
は
、
次
の
要
領
巳
よ

後
5
時
ま
で
.
土
嶋
田
は
午
前
9

り
、
あ
ら
か
じ
め
申
し
出
て
く
だ
さ
い
・
多
敏
の
ご
憲
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
・
時
か
ら
正
午
ま
で
。
(
休
日
・
祝
日

(
下
掲
申
出
書
義
照
)
-
T
m
向
日
公
自
明
会
的
開
催
時
間
に
は
制
限
及
び
第
4
土
峨
日
を
除
く
)

我
孫
子
市
我
孫
子
1
8
5
8
帯
地
、

が
あ
り
ま
す
の
で
公
述
を
希
望
書
ザ
場
所
我
孫
子
市
都
市
計
画
課

我
孫
子
市
都
市
計
画
課
に
徒
出
し
れ
る
方
が
多
い
場
合
に
は
、
公
述
及
び
千
灘
県
都
市
部
計
画
課

て
く
だ
さ
い
・
な
お
、
公
述
申
出
申
出
帯
を
縫
出
し
て
い
た
だ
い
た
ま
た
‘
縦
覧
で
は
都
市
計
画
的

世
田
町
用
紙
は
都
市
計
画
課
に
用
意
方
の
う
ち
か
ら
公
述
人
を
選
び
、
目
標
、
土
地
利
用
町
方
針
、
市
街

し
て
あ
り
ま
す
・
そ
の
結
果
を
本
人
に
通
知
し
ま
す
・
地
の
開
発
及
び
再
開
発
の
方
針
、

・
公
述
申
出
書
の
提
出
期
間

AV

公

聴

会

の

傍

聴

交

通

休

系

的

盤

仰

の

方

針

、

自

然

9
月
日
目
(火
)
か
ら
刊
月
l
目
公
岨
相
会
内
傍
聴
を
希
製
さ
れ
る
環
境
町
保
全
及
び
公
共
空
地
系
統

(
月
)
ま
で
・
な
お
、
郵
送
の
場
合
方
は
、
公
聴
会
的
当
日
直
接
会
場
円
前
軍
備
の
方
針
、
下
水
道
及
び
河

は
、
提
出
期
間
内
最
終
日
ま
で
の
に
お
い
で
く
だ
さ
い
・
な
お
、
先
川
の
整
備
方
針
等
の
市
街
化
区
域

消
印
の
あ
る
も
の
に
限
り
有
効
と
渚
順
の
入
場
と
な
り
ま
す
の
で
、
及
び
市
街
化
調
整
区
械
の
整
備
、

な

り

ま

す

.

満

貝

の

場

合

は

、

入

場

を

お

断

わ

開

発

文

は

保

全

の

方

針

に

つ

い

て

，
公

述

人

の

選

定

り

す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
の
概
要
も
併
せ
て
縦
覧
で
き
ま
す
.

我孫子都市計画市街化
区域およひ市街化調整
区域蛮亘素案図

公述巾 ωI~

F司， ， 巴 町 四

社会編祉協議会で行っているサービス

328 

(表 2) 
説R拍3 た~ ')老人

65組以上で 6か月以上羽た会リ町人
j判回世オム Yを肌(1園内1曲川

世おむつの
8民生華日町岨認が必要{寸

高帥者且V温度身体障害者{児Jt.6か月以上生計を同 にL、カつ扶聾Lている者が屈

高齢者且lF亜 住する住宅でそ町高齢者且V障害者(児)町専用居盟等を増改革する場合同町付本語.
度身体障害者 -蝕由する高齢者1165歳以上.
居直地改築資 *町村限度lI¥は、 l件当たり 1.000，曲0円
量的貰付 事竿刊 3パーセント(措置朋1:日あリ)

率 r~生ヨHI を通じて 11 1 m .

その他、副たきリ的人などをH挫ι、直キモ見鱒い給付金.i1i末附けあい耳金給付金等本軍

ι行っています，総襲 2の問い合わせ11 社会福祉凶損金 古 (84)1539
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「
日
本
の
言
葉
や
沼
慣
を
学
ぶ

こ
と
な
ど
、
外
国
内
文
化
に
触
れ

私
自
身
的
見
方
や
総
織
を
広
め
た

い
」
と
目
を
婦
か
す
.

文
部
省
等
が
昭
和
町
山
年
か
ら
行

勺
て
い
る
外
国
背
年
招
致
事
業
に

初
め
て
参
加
し
、

7
月
末
に
来
日
・

今
月
か
ら
米
年
7
月
ま
で
.
我
弥

子
中
学
校
を
皮
切
り
に
市
内
6
中

学
校
的
英
語
指
導
助
手
と
し
て
敬

一位
に
立
つ
・
古
川
で
四
四
い
た
外
人
講

師
第
l
号
で
あ
る
.

「
授
業
で
は
、
各
中
学
校
内
楽

館
館
当
教
諭
の

r
yス
タ
ン
ト
と

し
て
、
発
音
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
中

心
に
教
え
ま
す
.
時
に
は
い
キ
タ
ー

を
使
っ
て
、
教
科
書
に
の

っ
て
い

る
英
路
町
山
を
生
徒
と
一
緒
に
歌

県
内
の
水
産
策
、
水
産
物
、
水
産
加
工
昆
へ
の
理
解
を
深

め
、
魚
食
の
普
及
と
健
康
糟
進
を
図
る
だ
め
、
昭
和
関
年
か

ら
県
内
各
胞
で
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
「
魚
食
文
化
フ
ォ
ー
ラ

ム
L

.

合
年
は
我
孫
子
旭
区
大
会
と
し
て
寸
魚
食
と
健
康
L

の
筒
演
会
や
魚
料
理

m習
会
怠
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
ご
家
族

富
山
そ
ろ
い
で
お
出
島
け
く
だ
さ
い
.

最
近
、
品
川
食
を
中
心
と
し
た
日

本
食
が
欧
米
で
見
直
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
日
本
的
若
者
向
魚
食
般
れ

が
す
す
み
‘
調
理
方
法
や
食
べ
方

も
知
ら
な
い
人
が
精
え
て
い
る
と

い
い
ま
す
.

ζ

れ
を
機
会
に
魚
食

文
化
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
-

V
日
時

ω月
7
日
(
日
)
午
前
9

時
日
分
か
ら
午
後
3
時

-v
拳
加
費

無
料

-v
会
繍
お
よ
び
内
容

@
第
3
会
場
(
中
央
公
民
館
ホ
ー

ル
午
前
9
時
時
分
z
'
H
時
初
分
)

*
撹
演

♂
胤
食
と
崎
町
康
」
平
山

雄
氏
(
予
防
が
ん
学
研
究
所
長
)

本
パ
ネ
ル
展
示

*
お
さ
か
な
料
理
鴫
習

@
第
2
会
場
(
手
賀
沼
公
園
コ

ミ

ュ
ニ
テ
ィ
広
場
午
前
日
時
ぬ
分
1

午
後
3
時
)

*
水
産
物
の
販
売
と
無
料
配
布

*
魚
料
理
普
及
小
冊
子
の
配
布

守
問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
課

保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
れ
ば
げ
1

結
穣
健
康
惨
断

胸
部
X
線
検
査
で
健
康
チ
ヱ
グ
ク

胸
部
X
線
検
査
は
、
胸
の
い
ろ

い
ろ
な
病
気
を
早
期
に
発
見
す
る

よ
い
機
会
で
す
.
会
祉
等
で
検
査

を
堂
診
き
れ
て
い
な

い
方
を
対
象

に
、
下
表
的
自
腹
で
胸
部
X
級
検

査
を
実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
受
診
し

て
く
だ
き
い
。

社
会
保
険
本
人
以
外
の
凶
歳
以

土
町
方
に
は
‘
受
鈴
監
理
券
(
当

日
必
ず
持
参
)
を
送
付
し
ま
す
.

当
日
は
.
喫
煙
し
て
い
る
閃
歳

以
上
の
方
を
対
象
に
、
た
ん
の
検

査
(
肺
が
ん
倹
輩
)
も
築
地
し
ま
す

の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
受
付
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
.

イ
ギ
リ
ス
八
か
5
国
際
八
八

い
、
生
徒
が
楽
し
〈
綬
業
を
受
け

ら
れ
る
ヰ
ヲ
に
し
た
い
で
す
ね
」

出
身
地
は
、
イ
ギ
リ
ス
的
は
ぽ

中
央
に
位
置
す
る
ウ
ェ

1
7
・
フ

ィ
ー
ル
ド
市
で
.
4
人
姉
妹
の
末

っ
子
.
昨
年
6
月
に
卒
業
し
た
庁

y
タ
ス
フ
方

l
ド
大
学
で
は
‘

6

カe ど卜 1￥を世土
申「ス郎攻中紀
る鴻~円 o .G・か
せ在 l キクとら
ぱ予 ツャラ す現

市内中学校の英語指場助手 z定ウプフる代
年は l テ活ヨま

を務める 問 l守 ン 動 1で・u ー且辺国ーー・‘ ー今 は年 ン を で 口 町

ナ ν 7・耶J'~;/'ん ~ "~ I'まl実，14
(高野山) で状あるポ史リ

主主況るな l を

だ進国本きはも l でえがナら 的 い ら
今し際をる、行 λ 「感方同ダ 6 昨 だ 」 し
勉て人し企図つトチヒやじにか年.と
強いにたま監 際て ラャた習で滞月 、 日多
中るむい か的 みリ ン と 慣も在ほ大 本〈

けと 、 な た アス い が、 .ど学 での
22 目 、忠政 嫌 い や が t海図そア主 的 こ
総本ーい治台。ソあ っ に の メ 卒 勉 と
。鰭歩ま関で近 i車れ こよ時リ語能 強を
はずす係活いなぱ とつ、カし も 学
、つ 』 何日姐将 ど、 をて 曾 やて 意ぴ

た 附Iと 仕で来にオ 肌考書臨カか 欲た

と
思
わ
れ
る
人
や
6
か
月
以
内
に

胸
部
X
線
検
査
を
受
け
た
人
は
受

給
で
き
ま
せ
ん
.
*
自
動
車
で
の

来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
.

V
受
付
時
間
午
前
9
時
泊
分
l

M
時
初
分
、
午
後
1
時
3
3
時

マ
注
意
本
肌
着
は
ボ
タ
ン
開聞の

な
い
も
の
を
滞
用
し
、
ブ
ラ
ジ
ャ

ー
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
等
は
避
け
て
く

だ
さ
い
.
事
上
積
は
す
ぐ
脱
げ
る

も
の
を
稿
用
し
て
く
だ
さ
い
.
本

現
在
、
妊
娠
中
ま
た
は
妊
娠
し
た

4

司
結
核
健
康
弘
昨
断
日
程

豆
油
的
問
い
合
わ
せ
れ

Z
U保
健
セ
ン
タ
ー
へ
}

月 日 会 岨

10月3日嗣 九石京共セノター

上f青木青年館{午前向み}
4日同

中帥下公民館{午情的み}

5 sl剣 下新本青年館

8 HVD 布l主南小学位

11 B(伺 出戸近f百セノター

12Blil 串ニ小学校

15臼明) 保健セノター

16日(必 東我孫子青年館

17日刷 つ(L野出妨害

18町村 保健センター

19B('<l 中央公民館

市民会館
22日{旬

郁 朗 小 学 院

23日{必 布 It 支所

日
程
で
貧
血
牧
草
を
附
悩
し
ま
す
.

医
師
向
絡
や
貧
血
予
防
肉
食
事
的

紹
介
な
ど
を
行
い
ま
す
の
で
、
貧

血
と
思
わ
れ
る
方
や
そ
の
ご
家
篠

貧
血
は
‘
自
覚
症
状
が
な
い
こ
の
方
は
、
ご
参
加
く
た
さ
い
・

と
が
多
〈
、
凪
法
検
輩
を
し
て
貧
守
時
間
午
後
l
時
ぬ
分
1
3
時

血
と
わ
か
る
場
合
が
多
く
あ
り
ま
ぬ
分
(
受
付
は
午
後
1
時
か
ら
)

す
.
ま
た
、
低
血
圧
と
貧
血
を
混

V
持

参

健

康

手
帳
(
お
持
ち
内

向
し
て
い
る
人
も
い
る
よ
う
で
す
.
方
)

保
勉
セ
ン
タ
ー
で
は
.
左
衰
の

'
申
し
込
み

ω月
ロ
日
(
金
)
ま

‘
貧
血
敏
童
日
程

で
に
‘
電
路
で
保
健
セ
ン
タ
ー
8

(
U
)
1
1
3
1
へ

貧

血

教

室

¥ ¥  日開 内 書

叩月げ目 . (.貧血とは」
揃 l回

(水}
-サリパスターテスト
{岱ぞうのうろう町見骨け)

10月2se -貧血干防的員事
il¥2国

(ホ)
-生活習慣町見直し
-健車体陣

品3阻
10月31B • rca t健暗J

」 L'杢L~師向豊富な叫ー訊直

来
突
を
沢
山
付
け
て
.
つ
る
を
愛
物
に
絡
み
付
く
た
め
の
私
書
U

れ
て
い
た
・

げ
は
、
識
と
並
ん
で
付
い

て
い

よ
〈
見
る
と
、
果
実
的
色
は
決
る
.

緑
色
の
も
の
、
白
っ
ぽ
い
も
の
、
ま
た
‘
花
期
は
七
月
頃
で
、

鈴
色
の
も
の
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
っ
淡
繰
色
町
小
花
が
沢
山
集
ま
っ

た

.

て

咲

く

。

ζ

れ
は
川市
突
の
色
が
、
熱
す
る
花
後
に
出
来
る
果
実
に
は
.

に
つ
れ
て
変
化
す
る
た
め
で
あ
る
.

昆
虫
町
幼
虫
が
帯
生
し
て
虫
、
}

ノ
プ
ド
ウ
は
、
沼
山
県
伎
の
つ
る
ぶ
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
・

純
物
で
、
茎
町
並
部
は
木
質
化
し
、
ノ
ブ
ド
ウ
の
名
は
、
「
肝
に
あ

る出
町
萄
」
同
意
味
だ
が
、

川市
突

は
ま
ず
く
て
食
べ
ち
れ
な
い
.

こ
れ
に
よ
く
似
た
も
の
に
、
臨
時

的
漫
に
白
っ
ぽ
い
毛
が
密
生
し

た
エ
ピ
ズ
ル
が
あ
る
.
エ
ピ
ズ

ル
の
果
実
は
瓜
〈
黙
し
て
美
味

で
あ
る
。

野
悩
萄
の
む
ら
さ
き
あ
わ
き

思
U
か
な
刈
谷
征
良

(
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
)

議事E
八
月
末
の
雑
木
林
で
、
樹
木
に

絡
み
付
い
た
ノ
ブ
ド
ウ
が
、
九
い

J7~~@ 
(ぶどう科)

柴
崎
土
地
区
画
整
理

審
議
会
委
員
の
改
選

昭
和

ω年
日
月
に
改
巡
さ
れ
た
は
学
識
経
験
者
か
ら
市
長
が
選
任
・
し
、

2
週
間
縦
覧
し
ま
す
・

柴
崎
土
地
区
画
盤
理
審
餓
会
委
貝

V
佳
則

5
年

こ

の

選

挙

人

名

簿

に

異

議

の

あ

の
任
期
が
糊
了
に
近
づ
い
た
た
め
、

V
選
挙
人
名
簿
選
挙
期
目
的
公
る
人
は
、
文
轡
に
よ
り
縦
覧
則
問

土
地
区
画
笠
理
法
第
町
四
条
内

規

定

告

白
(
8月
刊
四
日
)
か
ら
初
日
を
経
内
に
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
.

'
に
I
q
J
左
表
の
日
経
で
委
貝
町
一、
'過
ヒ
た
目
(
9
月
刊
μ
日
〕
に
お
け
る

V
選
挙
人
確
定
選
挙
人
名
簿
に

‘
選
挙
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
.
略
行
地
区
内
の
宅
地
内
所
有
者
お
記
載
さ
れ
た
人
が
、
名
簿
の
な
か

よ
ぴ
僻
地
怖
を
宥
す
る
者
で
、
当
か
ら
位
官
民
を
選
挙
し
ま
す
。

骸
選
挙
に
お
い
て
、
選
挙
が
で
き

V
立
候
補
制

選
挙
人
名
締
が
硲

る
者
同
氏
名
、
住
所
、
性
別
、
生
定
さ
れ
る
と
立
候
補
屈
の
受
付
が

年
月
日
を
紀
慨
し
た
も
の
を
作
成
開
始
さ
れ
ま
す
が
‘
立
校
術
さ
せ

た
い
人
的
泳
誌
を
得
て
立
候
制
推

せ
ん
届
を
拠
出
し
.
そ
の
候
補
者

と
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
.

-v
役

栗

投

開
加
は
定
め
ら
れ
た
選

挙
場
で
、
投
町
内
枯
則
問
中
に
単
記
無

記
名
で
行
わ
れ
ま
す
。
投
票
で
き

る
方
は
、
帥
叫
定
選
挙
人
名
簿
に
登

叙
さ
れ
て
い
る
方
で
す
・

な
お
、
立
候
補
同
数
が
定
数
を

越
え
な
い
場
合
は
、
候
補
者
を
も

っ
て
当
選
人
と
し
ま
す
.

V
問
い
合
わ
せ

区
画
総
思
蝶

審
議
会
委
員
選
挙

に
伴
う
法
的
手
順

V
委
員
定
数

は
名
。
う
ち
2
名

V審議会委員選挙日程表

月日 事 項

10月 3日附
-選挙人名簿の縦覧開始

-異議町中出開始

16日ω -選挙人名 E車内縦覧~終日

-異議の申出伝終日

-選挙人名簿を修正Lた

場合の公告

-選挙人名簿的確定
23日{刈 -選挙すべき委員同数の

公告
立候補届および立候紬

推せん届4 付I制始

II月 l日t-N 立欄 間および立問|
推せん周受付般終日

候補者向氏名および両

5目(月)
F丘町公告

投謀を行わない鳩合的

公告

6日{刈
選挙管理者および立会

人の任命

7日付』
滋挙場並びに投築時IiU
伝よび開票日時的公告

18日(日) 校野6日 開架日

2S日(1'1)
-当選人的氏名、住所内公

告必よび当選人への通知
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第789号

市役所本庁 85-m1
つくレ野支所 84一郎01
湖北台支所 88-8828

e湖北 支 所 88-2111
布佐支所 89-2お8
叡 宵餐員 会 85ー竹51
水道局 84-0111
消防 ft84-01<)9 

.少年センター 84-1900
保健センター 87-<)131
市民会館 84-3311
中央公民館 82-0515
鳥の隅物館 85-2212
市民惇育館 87-1155

人口121，062人(+1，∞2人〉
男60，ω0人 女60，262人

*也待費~38 ， 892也得(+972世帯〕

市民図書館本館84-<)<110 湖北台

分館87-3055 布佐分館89-1311

硲動図S館87-ω09

都市改造事務所 85-11l'1

身体障害者福祉センター 88-0141

あ らき 圃 88-4188
つつじ在日8-0123
生活環境課(浄化憎)87-2379 
{ゴミ)87-0015(し尿)88-2547
布佐南近隣センター 89-3740
天王台北近隠センタ 82-9988 
湖北台市民センター 88-9927
市佐市民センタ 89-1193 
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|市民柔道大会参加者 | 司GGl司 i突通特別講習 |

砂日時 9月30日〈巴〉午前10時

砂栂所 市民体育館

砂対象市内在住・在勤 在学者

砂費用小中学生100円、高俊生以

」二2∞円
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‘，
1随30分商工会館

~小売后舗名 (仮jjJi)ホームセン

惨申し込み ・問い合わt主ハガキ ヲーマツモトキヨシ俣戸.15

!こ住所、氏名、生年月日、段位を 砂問い合 わせ 我孫子市高工会宮

明Z己し、 9月25日〈火〉まで巳、申 〈82)3131

?13倒星野栄宮佃 )1971へ 1 I危険物取扱者試験|

|事二受市民大会参加者| ;受信期間 10同2日以〉からよ

惨日程 10月21白(日):男子B 日(金)(aitl費目。 12月2日〉

女子Cクラス 10月初日〈臼〉男 砂受(;)<問い合わ世 消防本国予

子A 男号壮年・女子A 女子B 防課ft(84)0119

クラス(銭授<1-すべてダブルス 醤号府内r104番」の無料

出 A=J二級、 B=中級、 c=初 級 11奮置 申し込みを受付

壮年=45線以主 12月刊巴を目途C番号案内 r10

~対象 市内在住在制ー在学者 4番Jガ育科に忽りますガ、NTT

惨集合時間午前8時 で1<1-身体障害者、 戦傷病蓄を対象

砂場所市民徳商館、湖花信テ二 に番雪案内僚制治置の申し込みを

スコート〈女子C、壮年〉 受けlすけていま草。 申込輩、パン

惨@加費 1組4∞円〈当日猷収) フレツトは市障害福彼現にもあり

惨申し込みー問い合わせハガキ ますので、ご利用ください。

にぺ戸の出場クラス、住所、氏主i.. ，..問い合わせ NTT世局番思し

年齢、毎&5置きを明記し、 10月8 の竹6番

日〈局、消印有刻〉までに湖北白7

れ
一
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滝不動などを見学

民会館集合、正午解徹

惨内容 鳥の聞物館、水荷山古l員、 惨日時 10月5B(金〉午前旬開か

う午後3時

験のなガでー

炉開師 宮崎和加子氏(柳原病院

砂テーマ I!.fj問看ftI鍋ガらみだあ 砂申し込ゐ・問い合わせ 9月27

としよりー老人在宅音盤10年の経 臼〈木〉ぎではき1t&5で、銃孫子の文

惨穆加費 200同(入館料別〉

地E罰む樋E軍婦長〉
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砂問い合わ世中央公民館 砂日時 9月30日(日〕正午開演

|第7回千葉県袖産フ工戸| 時所市民会館叫無料〉
| 炉問い合ね世 我孫子日本郷鏑協

砂日時 9月24日〈休〉午前10筒 ガ 会石原告(82)日161

ら午後3時(入場照料 I~""'t:I.v..c::+-.:t:r..::: .， _ UI ¥ I 
|第3回首憶病を考えるつどい|

惨揖所市民会 館 l l 

'催し *不動産なんでも相談 惨日時 9月30巴〈巳〉午後19事力

車音重量会 rあびこコーラスフェス

ト '90~ (午後2筒-4筒〕

惨問い合わぜ 〈社〉干葉県宅胞建

勿取亘際協会我孫子支匝畑(89)2お5

|くらしの移動教室|
砂日時 9月2o日(水〉午前8時50

分市役所正面玄関祭合

砂見学先 大井ふ顕 (国際コンテ

ナターミナル〉、ガスの刺学館

砂定員 43S(先着煩〉

砂持軍書 昼食

ちゃの貝学、受派会広ど

辺

誠

1
ll
」
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~1IiI所 沼南町中央公民館

砂対急 通産量免許駈のある万

砂定員先也40名

砂費用 願料〈昼食付〉

砂内容 *自動車のしくみやと直隠

時の対応はどの学刷 機実段

惨申し込み ・問い合わせ m&5で

〈社〉平葉県自動車堕崎康興会智志

野安所ft0474(o7J8881へ

1 ロータリ一戸クトクラブ
日夜相互訪問受流毒事加者

砂日程 9月24日(月〉から10周14

日〈白) (質問は実質〉

ら4時〈入場無料〉 惨樹所干葉県全 額・.u面所干緊市民会館小ホル 惨内宮 来日するオストラリ戸

炉内容 本体駿発表 ホ腕演「成 の人々との'Q流〈学校詰問、ヱ湯見

人の透析医叡」、「小児期に発注す 学、受Vl¥Hーティー等〉

る腎疾患lこついてJ 炉問い合わせ 白木ftOo)0726

惨問い合わせ 千百~r腎炎ネフロ 〈午後8時から9碕〉

一白一戸一

一昌一四
E

一

f
q
E
 

，:i:当つラブのメンバーとして、来

春オーストラリ戸を訪問し疋い方

1<1-連絡をしてください。

し、 9月24日(月 必着〉ぎでに我 l問、B係32∞同〈全席指定〉

孫子新田34中央公民館へ
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砂入掴券発売所 平白書后、 "tロ
ひらガ、ブックススズキ、 F百井

居、石川巷光筆、あびこサービス

センター、レコ ドあつぶる、 ポ

ピ一、ミリオン楽鵠我孫子居、市

惨日時 9月27日〈木〉、 28日〈金〉 名〈監督を含む〉

砂 泊所市ゲートボール場

惨貿信市内在住吉で1チームフ

惨日開 10月17日〈氷)午前8時301l 民会館内売后ひろガり、市民図
分(参加照料

B館湖北台分留 ・市佐分館、中央公

民館、相そごう、伯高島屋、 取手

午前10筒から午後4時 砂申し込ゐ問い合わぜ ハガキ

炉楓所 伯そごう8踏(連結通話こチーム名、代表者の庄所氏名

砂問い合わせ 俗戸公共醸換安定 官官&5番号をE己入し、 9月308(8)

所ft0473(o2)61(泊、〈社〉照煙用開 までに寿Tの13の27我孫子市商工

発協会宮例72(25)7071 会合(82)3131へ

とうきゅう

砂問い合わせ紅会敏育腺

官 (85)1151

而詰会定例会口程

寧 成2年 第3回市隙会定例

会は、 9月4日〈火〉に開会さ

れましだ。

9月16巴〈臼〉以降の巴程を

お知らせします。

@178(用) 予算審菌特別蚕

員会

@18日〈火} 我孫子駅前貨物

館iini地問題対策特別委員会

@19日〈水〉 蚕白畏額告、討

鶴、保決、閉会

惨問い合わ世 市騒金司1務局

砂日時・鼠所 9月23日(祝)午後

O関30分受旬、市民会館ホール

惨対象 受講白から1年以内l之免

許豆新される方

砂舟著書 運車五免E干庇、'Q通安全協

会会口駈

砂問い合わせ 我夜、手受通安全協

会宮(84)8141

i*受過特別講習を受け疋万1耳、免

許更新手続きガ我孫手嘗禁容でで

きます。

|移動暴力相談所を開設|
惨日時 9月初日(木〉午前10筒か

ら午後4跨

b揖所 東葛飾安庁〈給戸市〉

砂問い合わ世 我孫子嘗察笹倉

(82)0110、県警PP号事智容県民会議

務 局宮仰72(54)8930

高齢者~通安全運動
9/ 11-20 

一人ひとりガ変通安全!とゆ

がけ、'Q通事自由防止lご錆めま

しよう。

お年寄Dを犯聞や
事故から守ろう

⑮⑧⑪⑧⑧  
り岡田盛子板ご遭底〈筒戸〉から社

会福1!t施股盤備基金にと 1∞万円

の寄付ガありまし疋。

。〈糠〉戸ピコフーズレストラン

戸ル力デイ戸僚〈重量孫子〉かう社会

福祉fe備昼盆にと3周年記念チャ

リティーの売上金10万同の替問ガ

ありました。

りつくし野ゐずき会僚から老人福

祉 のためにと2万3246同の寄1甘ガ

ありまし足。

16~ 申E世V枠値日自婚制恒相当車量麟置再I!i開E菊=日市テ=畑民レセホ閥ンン畠ヲサ糊-ー1ビ断0ス何∞毘-，豊1島4家月∞屋見の[ト臼11:拍

Jl1月 申申消。配費生ご活と相椙麟肢=市湾e市民つ栂民つ滋セじ釜ン韮1ヲ体0館∞9~∞目V1鳥5:の∞15聞∞物
~市民阻自館体館 じ 館体館

Jl8火
申涜陣相臨=市民4自験室町∞ガS5'r.:む108程度
ぽ烏の開初回体館

Jl9水 'V消園生活相脱=市民1(1説室10・∞-15∞

2((j)木
官年宣縄殴=市民相訪室10∞-15∞
ゅ健康相凶=つつじ丑11:∞-12∞

2Jl金

22土 '...市役所閉庁〈一回の施設I<J.隊<l

2319 市由町時市日呂民陥阻団当車量置・栴医館瞳置体=自館テ=昨レ日ホ"阻rつン車aサつHーじ畠'涯ビ用休ス(市館F童館将司Oト11羽

24@ a申宮v称休市E民日m当団a置・H医館B置休=日館テ=1レ悶市ホ阻つン苫つ掛廿じ港ー荘軍ピ休南ス(館市民2主砂臨市司民旧体日ト育11 司
館体館

25火
'....a偉栂蹟=市民相齢室2∞から先iS108程度
，..つつじE体図"，.鳥の聞物館休館

26水
'V人恒 行田帽回一市民生4活天自民関王室T台O1:同0∞年∞~飽~t51T35∞3∞ 0-
昨~泊p，費b量コ活ー相J館b臨京体銀館=市岨民重= 帽 ∞ 
市周回岬帽

21木

28金，...a;民年童保険料納期煩=口座煩白日

29土

3019 市体市日呂民陥担当車団量歯.科医館瞳置体=自館テ=1レ悶耶胆ン岩垂ザUーE置ピ所ス(市民主節羽[ト11:)]

闇
閤

9
用
調
鰯

330 

初

分

∞

s
u
n
H
U
可

f

B

2

3

 

5
間

席

後

関

A

午

2

日

時

開

K

5

m

 

E
E

4

 

引

制

席

月

E

S

O
自晴

料

時

演

梱

日

間

入

h
v

分

h
v

畑

町

明

尻

蹴

前

ま

計

住

を

午

用

車

ご

名

の

3
伺

相

座

臼

年

円

刀

講

曜

来

∞

ハ

火

的

但

岳

週

間

額

往

電

白

期

用
く

み

節

目

午

斜

込

年

属

正

隠

し

安

ら

受

申

名

h
v

か

h
p
h
p

氏

ー
l
l
-ぬ
ぐ

↓

も

濁

一
A
Z
一
一

明

ん

子

吻

喝

一
暢
-
配

制

U

R

せ
一
叩
叫
一
午

布

以

給

。

一
同
由

一
〉
詮
コ

草晶

子

り

劃

一

闘

京

中

間

は

閥

く

酌

一

闘

一

m
M
一九

醐

羽

川
へ
一

や
一
月

改

閉

の

み
際
一
』
〉
一

9
駅

所

M
M

布

手
活
一
羽
土
台
思

α

し

笠

一
也
、
一
時
王

学

ぶ

容

申
民
一
・
京
ω
一

日

天

見

一

内

砂

市

τい
」h
v

分

砂

る

h
F

索
引
論
邸
滋
阿
川

E
・
・

ρu列
↓
、

:
:目


